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初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
はははは
氏
神
様

氏
神
様

氏
神
様

氏
神
様
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら

宮
司

山
田

茂
雄

新
年
は
ま
ず
氏
神
様
に
初
詣
を
し
、
心
身
共
に
祓

う
じ
が
み
さ
ま

い
清
め
て
、
真
っ
白
な
心
で
新
し
き
年
を
迎
え
ま
し

ょ
う
。
日
本
人
は
古
来
よ
り
新
年
、
氏
神
様
に
お
参

り
し
、
御
神
威
を
新
た
に
さ
れ
た
氏
神
様
の
御
霊
の

み

た

ま

力
を
い
た
だ
き
、
一
年
の
御
加
護
を
願
い
、
家
内
安

ご

か

ご

、

、

。

全

厄
祓
い

商
売
繁
盛
等
を
祈
願
し
て
き
ま
し
た

百
年
に
一
度
の
世
界
的
な
金
融
危
機
に
遭
遇
し
て

い
る
世
界
。
ア
メ
リ
カ
発
の
不
況
の
嵐
が
日
本
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
政
治
も
混
沌
と
し
て
先
が
見
え
ま

せ
ん
が
、
嵐
は

通
り
過
ぎ
る
の

が
常
で
す
。

た
だ
、
こ
の

嵐
に
隠
れ
て
、

忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る

事

が

あ

り

ま

す
。
一
時
、
大

変
話
題
に
な
っ

た
異
常
気
象
や

投
機
に
端
を
発

す
る
世
界
的
食

料
危
機
で
す
。
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自
然
破
壊
は
今
も
世
界
中
で
進
ん
で
い
ま
す
。
一
度

。

、

破
壊
す
る
と
取
り
返
す
こ
と
は
困
難
で
す

今
年
も

お
祭
り
を
通
し
て
、
参
拝
者
の
皆
様
と
お
話
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
十
年
後
が
予
測
で
き
な
い
現
代
で
す
。
明
る
く

前
向
き
に
、
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
親
、
子
、
孫
で
話
題
に
し
、
出
来
る
こ
と
を

一
人
一
人
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事
に
思
わ
れ
ま

す
。新

し
き
年
が
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
平
成
二

十
一
年
、
ま
ず
は
地
元
の
守
り
神
、
氏
神
様
河
内
神

、

。

社
に
お
参
り
し

心
か
ら
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

元
日
元
日
元
日
元
日
の
お
の
お
の
お
の
お
祭祭祭祭
りりりり
・・・・
行
事
行
事
行
事
行
事

（
午
前
九
時
か
ら
）

歳
旦
祭

歳
旦
祭

歳
旦
祭

歳
旦
祭

さ
い
た
ん
さ
い

）

正
月
参
拝
開
始

正
月
参
拝
開
始

正
月
参
拝
開
始

正
月
参
拝
開
始
・・・・
授
与
所
始

授
与
所
始

授
与
所
始

授
与
所
始
めめめめ
（
午
前
零
時
か
ら

、
交
通
安
全
等

、
福
入
り

、

御
神
札

御
守

お
み
く
じ

お

ふ

だ

お
ま
も
り

、

、

。

破
魔
矢

開
運
熊
手

干
支
土
鈴
な
ど
授
与
し
て
お
り
ま
す

は

ま

や

え

と

元
日
は
、
あ
っ
た
か
甘
酒
、
お
子
様
に
は
、
し
あ
わ
せ
ポ

ン
菓
子
も
あ
り
ま
す
。

新
年
新
年
新
年
新
年
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
祈
願
祈
願
祈
願
祈
願

、

、

、

、

、

家
内
安
全

学
業
成
就

交
通
安
全

安
産
祈
願

商
売
繁
盛

(

は

、

、

厄
祓
い

本
厄

男

･
･

歳

女

･
･

歳

数
え
年

）

や
く
ば
ら

25

42

61

19

33

37

歳
祝

還
暦

･

古
稀

･

喜
寿

･

傘
寿

･

米
寿

･

卒
寿

(

と
し
い
わ
い

61

70

77

80

88

）
な
ど
拝
殿
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

･

白
寿

歳

90

99

(

午
前
八
時

午
前
〇
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

元
日

か
ら
十
時
ま
で
は
、
歳
旦
祭
の
た
め
受
付
休
止)

二
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

三
日

以
降

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

四
日

０
８
２

９
２
８

２
２
８
３

河
内
神
社
社
務
所

(
)

-

獅
子
舞
登
場

獅
子
舞
登
場

獅
子
舞
登
場

獅
子
舞
登
場

元
日
、
河
内
神
社
境
内
に
て
獅
子
舞

同
好
会
に
よ
る
開
運
厄
除
け
獅
子
舞
が

行
わ
れ
ま
す

（
午
前
十
時
半
・
午
後

。

一
時
よ
り
）

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社
の
お
の
お
の
お
の
お
祭祭祭祭
りりりり

一
月
一
日

午
前
九
時

歳
旦
祭

二
月
十
一
日

午
前
十
時

建
国
記
念
祭

三
月
第
二
日
曜
日

午
後
二
時

稲
荷
神
社
大
祭

四
月
第
二
日
曜
日

午
後
二
時

祈
年
祭
（
大
祭
）

き
ね
ん
さ
い

四
月
二
十
九
日

午
前
十
時

河
内
忠
魂
社
慰
霊
祭

七
月
第
一
日
曜
日

午
後
二
時

夏
祭
、
夏
越
の
大
祓
い
、

な

ご

し

茅
の
輪
神
事

ち

）

七
月
第
三
日
曜
日

祇
園
祭(

御
旅
所
御
神
幸

八
月
十
四
日

午
後
八
時

献
灯
祭

十
月
第
二
日
曜
日

午
後
二
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

前
日

午
後
六
時

前
夜
祭
（
神
楽
奉
納
）

か

ぐ

ら

十
一
月
十
五
日
前
後

七
五
三
祭

十
二
月
第
二
日
曜
日
午
後
二
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

に
い
な
め
さ
い

十
二
月
三
十
一
日

午
後
六
時

除
夜
祭

毎
月
一･

十
五
日

午
前
七
時
半
頃
月
次
祭

つ
き
な
み
さ
い

こ
の
ほ
か
、
毎
朝
お
祭
り
（
日
供
祭
）
を
行
い
、
氏
子
皆

に
っ
く
さ
い

様
の
日
々
の
ご
安
泰
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
月
次
祭
・
日

供
祭
は
、
ご
神
前
の
清
掃
が
済
む
午
前
七
時
半
頃
か
ら
始
め

ま
す
の
で
、
御
参
拝
下
さ
い
。

出
張
祈
願
祭

出
張
祈
願
祭

出
張
祈
願
祭

出
張
祈
願
祭

地
鎮
祭(

新
築)

、
家
祓
い(

入
居)

、
新
宅
祭
、
上
棟
祭
、

、

、

。

商
売
繁
盛

安
全
祈
願

開
店
祭
等
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

電
話
等
で
ご
相
談
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

河
内

神
社

検
索

河
内
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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（2）

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮
のののの
御
神
札

御
神
札

御
神
札

御
神
札((( (

神
宮
大
麻

神
宮
大
麻

神
宮
大
麻

神
宮
大
麻))) )

とととと
、、、、
氏
神
様

氏
神
様

氏
神
様

氏
神
様

お

ふ

だ

じ
ん
ぐ
う
た
い
ま

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社
のののの
御
神
札

御
神
札

御
神
札

御
神
札
を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

「

」

、

皆
様
の
ご
家
庭
に
日
本
の
総
氏
神
様

天
照
皇
大
神

と

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

地
元
の
氏
神
様
「
河
内
神
社
」
ご
祭
神
の
ご
神
徳
を
い
た
だ

い
た
御
神
札
を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

「
い
つ
も
家
に
災

。

い
が
な
く
、
家
族
み
ん
な
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」
と

祈
る
心
、
神
様
の
め
ぐ
み
に
感
謝
す
る
心
を
持
ち
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り
新
し
い
力
、
新
し
い
命

を
い
た
だ
く
た
め

「
御
神
札

「
御
守
」
は
新
し
い
も
の

、

」
、

お

ふ

だ

お
ま
も
り

に
取
り
か
え
ま
す
。
古
い
「
御
神
札

「
御
守
」
は
一
年
を

」
、

無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
氏
神
様
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

河
内
神
社
で
は
お
正
月
に
社
頭
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

よ
り

神
宮
大
麻(

小)

円

８
０
０

河
内
神
社
御
神
札

円

５
０
０

小
型
神
棚

円

１
０
０
０

携
行
御
守

円

５
０
０

ほ
か

御

守

円

５
０
０

御
神
札

御
神
札

御
神
札

御
神
札
の
ま
つ
り

の
ま
つ
り

の
ま
つ
り

の
ま
つ
り
方方方方

重
ね
る
場
合
、
手
前
か
ら
神
宮

大
麻
、
河
内
神
社
の
御
神
札
、

崇
敬
す
る
神
社
の
御
神
札
の
順

に
、
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

（

）

禰
宜

山
田

岳
晴

ね

ぎ

大
注
連
縄

大
注
連
縄

大
注
連
縄

大
注
連
縄
がががが
新新新新
し
く
な
り
ま
し
た

し
く
な
り
ま
し
た

し
く
な
り
ま
し
た

し
く
な
り
ま
し
た

大
注
連
縄
の
掛
け
替
え
の
年
に
あ
た
り
、
十
一
月
二
十
九

し

め

な

わ

日
、
十
二
月
六
日
、
十
三
日
の
三
日
間
、
川
本
照
雄
氏
の
指

導
の
も
と
、
氏
子
総
代
有
志
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
初
日
と
二
日
目
は
夜
七
時
か
ら
総
勢

二
十
二
名
で
薦こ

も

を
編
み
綯
い
上

な

げ
ま
し
た
。
な

に
ぶ
ん
初
心
者

が
ほ
と
ん
ど
で

｢

ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
、
こ
れ

じ
ゃ
ー
米
俵
に

し
た
ら
半
分
は

漏
れ
る
で
！
」
等
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
日
目
は
総

。

。

仕
上
げ
と
取
り
付
け

出
来
栄
え
は
社
頭
で
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
協
力
い
た
だ
い
た
川
本
さ
ん
を
始
め
、
氏
子
総
代
の
皆

。

（

）

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

宮
司

山
田
茂
雄

み
ん
な

み
ん
な

み
ん
な

み
ん
な

私
は
六
年
生
の
時
に
、
初
め
て
巫
女
を
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
友
達
（
古
屋
美
華
ち
ゃ
ん
）
に
さ
そ
っ
て
も

ら
っ
た
事
で
す
。
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
最
初
の

、

。

練
習
は
困
っ
た
事
や

と
ま
ど
っ
た
事
な
ど
が
有
り
ま
し
た

そ
れ
で
も
最
後
ま
で
や
れ
た
の
は
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
い
た
か
ら
、
失
敗
が
こ
わ
く

な
か
っ
た
。
み
ん
な
が
い
た
か
ら
、
笑
っ
て
や
れ
た
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
最
後
の
一
年
間
を
、
充
実
し
た
一
年
間
に
出
来
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
巫
女
を
や
れ
る
な
ら
、
絶
対
や
り
た

。

（

）

い
で
す

十
九
年
度
巫
女

南

結
花

─

建
築
①

一
目
一
目
一
目
一
目
で
わ
か
る

で
わ
か
る

で
わ
か
る

で
わ
か
る
神
社
神
社
神
社
神
社
のののの「「「「
つ
ぼ
つ
ぼ
つ
ぼ
つ
ぼ
」」」」

【

】
屋
根
の
破
風
板
の
拝
み
な
ど

懸
魚

げ

ぎ

ょ

は

ふ

に
下
げ
る
、
棟
木
や
桁
の
先
端
を
隠
す
役

む

な

ぎ

け
た

目
を
持
つ
彫
刻
が
施
さ
れ
た
板
状
の
部

材
。
桁

隠
と
も
い
い
ま
す
。

け
た
か
く
し

河
内
神
社
の
拝
殿
正
面
は
蕪
の
よ
う
な

か
ぶ

格
好
を
し
た

(

懸
魚)

で
す
。

蕪
懸
魚

蔐

か
ぶ
ら
げ
ぎ
ょ

か
ぶ
ら

（

）

禰
宜

山
田

岳
晴(

詠
み
人
知
ら
ず
）

俳
句
俳
句
俳
句
俳
句
のののの
投
稿
投
稿
投
稿
投
稿
が
あ
り
ま
し
た

が
あ
り
ま
し
た

が
あ
り
ま
し
た

が
あ
り
ま
し
た

【

神
楽
舞
う

木
々
の
ま
に
ま
に

十
三
夜

】

河
内
神
社
十
九
年
度
決
算

河
内
神
社
十
九
年
度
決
算

河
内
神
社
十
九
年
度
決
算

河
内
神
社
十
九
年
度
決
算

繰
越
金

百
七
十
一
万
二
千
円

歳
入

七
百
万
三
千
円

歳
出

五
百
八
十
二
万
九
千
円

予
備
費

二
百
七
十
一
万
二
千
円

、

、

歳
入
の
主
な
も
の

祈
祷
料
百
九
万
円

賽
銭
五
十
七
万
円

御
神
札･

御
守･

破
魔
矢
等
二
百
二
十
一
万
円
、
玉
串
料
百
六
十

六
万
円
、
初
穂
料･

祭
典
費
百
三
十
七
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

祭
典
費
五
十
一
万
円
、
神
職
給
二
百
五

十
万
円
、
御
神
札･

御
守･

破
魔
矢
等
の
仕
入
百
万
円
、
会
議
費

･

雑
費
等
八
十
七
万
円
、
教
化
費･

保
険･

負
担
金
等
四
十
七
万

円
、
基
本
財
産
積
立
五
十
万
円

予
備
費
内
訳

予
備
資
金
百
万
、
繰
越
金
百
八
十
八
万
円

決
算
報
告
は
毎
年
四
月
監
事
に
よ
り
監
査
を
受
け
、
氏
子
総

代
会
に
て
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

(

上
河
内
・
下
河
内
・
上
小
深
川
・
下
小
深
川
・

河
内
地
区

へ
は

藤
の
木
・
河
内
南
〔
彩
が
丘
〕)

の
氏
神
様

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社

河
内
神
社

う
じ
が
み
さ
ま

蕪懸魚
かぶらげぎょ
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